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ローカルに飛び出す若者のリア

ル

島原万丈
LIFULL HOME‘S 総研 所長

聞
き
手

さしで・かずまさ／1969年群馬県生まれ。未来をつくるSDGsマ

ガジン『ソトコト』の編集長を務めるほか、官公庁や自治体などのプ

ロジェクトにおいてアドバイザーや講師などを務めるなど、活動は多

岐にわたる。趣味はフライフィッシング。山や川など自然が大好き

で「都道府県ではなく川目線で地域を見る」という“流域関係人口”

を唱える。10年以上携わる島根県「しまコトアカデミー」をはじめ、

書ききれない地方・行政とのかかわり一覧は、ソトコト・プラネット

のプロフィールへ。https://sotokoto-online.co.jp/chief-editor/

指出一正さん『ソトコト』編集長

話
を
う
か
が
っ
た
人

インタビュー中、話題となったのがこの一枚。草刈機を手にスケボーで農作業に向かうのは、北海道栗山町で農業×ファッションブランドを展開
する荻野準一さん。（『ソトコト』2023年1月号より）photo／Yuki Inui

まちの幸せは、ぼくらの幸せである

脱・人口増減論

地方創生とWell-beingをテーマに調査をしてきた LIFULL HOME’S 総研の今回の課題は、

「現在だけでなく将来にわたる希望を若者は持ち得ているのか」。

そこで、『ソトコト』取材で全国を飛び回り、東京と神戸の二拠点生活を送る指出一正さんに、

これまで出会ってきた若者たちの「いま」と将来の展望を聞いてみた。

「関係人口」という概念を広め、「関係案内所」という言葉も生み出した指出さん。

さて、ごきげんな話は飛び出したか？　そこに希望は見えたのか？
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島原万丈（以下、島原）　今回のテーマは「地域の希望」です。地方

に関しては、人口減少や空き家の増加、産業の衰退など暗いトーン

の話が多いのは事実です。なのに『ソトコト』で紹介されている地

方の若者たちは元気で、一般的な地方のイメージとギャップがある

ようにも感じます。そこでまず、指出さんの目に映るリアルなローカ

ルについてお聞きしたいと思っています。

指出一正さん（以下、指出）　いきなり余談からになってしまいます

が、いま、『神戸・続神戸』［1］という本を読んでいます。これは、岡山・

津山出身の俳人である西東三鬼の書いた戦前・戦中・戦後を舞台に

した随筆で、エジプト人やロシア人やバーのママなど、多様な人たち

が居座る神戸のとあるホテルの話なのですが、これが楽しそうなんで

すよね。戦争期のどさくさみたいな（笑）。戦中、戦後といえばつま

り「有事」の時代です。僕は常々思っていたのですが、たとえ大小は

問わず有事というのは、人がいまの肩書であるとか、自分自身が世

間からどう見られているなどの固定観念から解放されて、外に出や

すいタイミングなのかなと思います。「有事のときには人はフラット

な立ち位置になりやすい」とは、東京大学大学院教授の岡部明子さ

んの教えです。たとえば中越地震や東日本大震災という有事の時

に、若い人たちがその場所に現れ出したのは確かです。有事の時に

は、社会自体は後退しているものの、そのダイナミズムの中でコトを

起こしやすいのかもしれません。

島原　つまり、地方創生は「有事」であると。

指出　はい、僕はそう思います。人口を増やすことを目標・目的に

している限り、間違いなくお先真っ暗の「有事」です。その中だから

こそ日本各地で、まさしく海から川をさかのぼる魚のようなパワー

をもって、新しい土地に出ようとする若い人たちが現れているのだ

ろうなと感じます。そういうタイプの人たちが、『ソトコト』で見て

きた10代、20代、30代のみんなだと思うし、そのパワーを一言で表

すとしたら「希望」なのだろうと思います。たとえば島根県や鳥取県。

両県とも1992、93年頃から人口減少が始まり、過疎という言葉が

生まれた場所ですが、面白い若者が多い。人口減少という有事性は、

実はイノベーションを起こしたい人たちが生まれることと何か関係

があるのではないかと、興味を持って取材を続けています。

島原　有事に立ち位置がフラットになるというのは、ある意味、既

存の支配層というか、地方の重鎮たちの力すらなくなって、ヒエラル

キーが崩れた状態というとらえ方でよいでしょうか。

指出　おそらく、一瞬でもそういう関係はなくなると思います。た

とえば水害の後始末を地域の人たちとしているその時は、社会の中

での属性が取り外されていて、いま起きていることに対してのコミュ

ニティにゼロから入りやすい。フラットな状態だから、新しい何かが

起こりやすい。そういうことを考えると、従来の地域の中の既存の

体制・体質が人口急減によって瓦解し始めているのかもしれません。

若い人たちにとってはこれがチャンスで、面白いのでしょう。「希望」

という言葉を「面白い」に置き換えていいのであれば、たぶん面白い

から、そこにいるのだろうと感じます。

島原　有事性の話で、映画「麻雀放浪記」の冒頭をいま思い出した

のですが、終戦直後の、まだ瓦礫から煙が出ているような東京で、バ

ラックの中で賭博をやっていて、裸電球も停電するわけです。そう

するとろうそくに火をつけて「明るくなった！明るくなった！戦後の

日本！」みたいな感じで騒ぐんですよね。面白いなと。戦争が終わっ

たという開放感はあるにせよ、昨日までの価値観、大事にしてきたも

［1］西東三鬼『神戸・続神戸』（新潮文庫、2019年）; 三鬼(1900-1962)はシンガポールで歯科医院を開業し帰国後の33歳で俳句を始める。同著は死の気配が漂う第二次

世界大戦下、三鬼が下宿していた神戸のホテルでの祝祭的だった日々を記している。

 「関係人口」とは   、移住した「定住人口」でもなく、観光に来た「交

流人口」でもない、地域と多様に関わる人々を指す言葉（総務省）。

地域とは拠点を別に持ちながらも地域やその人々と断続的に関

わる「第三の人口」と言われる。この言葉が注目されるようになっ

たのは、2016年の指出さんの著書『ぼくらは地方で幸せを見つ

ける』（ポプラ新書）がきっかけだが、関係人口の始まりは2004年

の中越地震からだと指出さんは言う。

 「関係案内所」とは  、「観光」ではなく人との出会いやつながりと

いった「関係」を見つけられる交流スポット。その地域に住み外

と中の人をつなぐのが「関係案内人」であり、関係案内所や案内

人の存在は、関係人口を増やす鍵となるとみられている。

関係人口・関係案内所って？

地方創生は「有事」である
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のを全否定されて、周りは全部焼け野原で……普通だったら絶望の

ふちに立たされている中で、ろうそくの灯りだけで明るくなったとい

うシーンを、いまのお話で思い出しました。

指出　僕も学生の頃、カッコつけて読んでいたモーパッサンの小説

を思い出しました（笑）。普仏戦争の真っただ中にフランス人の友

人ふたりが釣りを楽しんでいるシーンが出てくるわけです。戦争中

という、国を左右する大局の中で人は何に希望を見出したらいい

のか。個人という小さな存在が、その時に何を楽しめるのか。そう

考えると、いまの時代の中で楽しさや希望を見つけられるかどうか

は、センスだと思います。このセンスを養うことが若い人たちにとっ

て大事なのだろうと思う。面白がる力とも言えます。現在、僕が神

戸と東京の二拠点生活で感じることは、神戸は大震災から28年経

つとここまで復興するということ。かっこよく神戸らしいまちに戻っ

てきたというのは、相当な努力もありつつ、その努力の根底には「神

戸は面白いまちだよね」、「自分たちのまちが好きだ」というマインド

が形成されているからではないでしょうか。神戸そのもののアイデン

ティティは希望感がすごく強いのではないかなと感じています。

島原　『ソトコト』の中では、「ローカルヒーロー・ローカルヒロイン」

として若い人たちが、地域で面白いことやプロジェクトを生み出し

ていることを紹介されています。ただ、記事を読んでいると、彼らが

ヒーロー・ヒロインのように大きいものを背負ったつもりではないよ

うにも見えます。「何か面白いことをしたい」くらいの軽やかさがあ

る。でも、こういう人たちが地域に現れ、『ソトコト』のようなメディ

アに取り上げられることで、それ以外の地域の人も勇気づけられる

と思えます。ローカルヒーロー、ローカルヒロインの存在や活躍は地

域にどんな影響を与えていますか？

指出　ひとつは「鏡」だと思います。鏡に自分を映すことによって、

自分がどう見られているのか、自分が持っていた思い込みが外され

るようなことがある。たとえば、『ソトコト』で紹介した千葉桃子さ

ん［2］は岩手県の洋野町（ひろのちょう）へ移住して、「ローカルコ

ミュニケーター」と名乗り高校生などを含めたいろんな人に関わる

仕事をしています。彼女がいることで、洋野町が本当に楽しいまち

なんだということを、地元の人たちは改めて自覚する。要は自分の

まちの暮らしやすさや楽しさを鏡として見せてくれるのが、外から来

る人たちであり、違う言語や価値観を持ち寄せてくれる人だと僕は

みています。鏡がない地域よりは、鏡がいっぱいあった地域のほうが、

次の活動やアイデアにつながることが多い。ひとりで鏡のない部屋

に暮らしているよりは、せめて自分の顔が写っていたほうが楽しいの

と同じで、毎日の小さなまちの変化に気づくためには鏡の存在は必

要だと思います。

島原　鏡の存在は大きいということですね。

指出　はい。地域おこし協力隊の制度が始まって以降、若い人た

ちが地域に入り、手に職を持つようになった。たとえば、古民家を

改修しておいしいパン屋さんやゲストハウスを開くといったことが

15年くらい続いています。この、地域の人たちにも変化をもたらし

た15年を僕はすごく評価するべきだと思います。僕は「半分開いて

いる」という表現をよく使うのですが、外から来た新しい人たちから

情報や商品を得るということで、肉感的、肉体的な感覚で新しい何

かを感じ得ることができる。そして、それは流動的なほうがいいと思

うのです。

島原　つまり、きっかけになった人がすべてをやり続けなくてもいい。

「だったら自分はこういうことをやってみよう」という人が現れてく

ることで流動的になるのですね。

指出　そう、大成功者を見本としようとすると「自分になんて到底

無理だ」と否定してしまうことがあるんです。だから地域の成功事

例を神格化しすぎないことが実は大事で、どちらかというとほころび

や破綻があるようなプロジェクトのほうが、地域にとっては中長期的

にはいいと僕は思っています。「すごくいいことやっているけど、仲

間がいない」でもいいのです。じゃあ、仲間になってやるかとなった

りして（笑）。

島原　突っ込みどころがある（笑）。

指出　大きな穴を開けようとするよりは、「粒」として何かが下りて

くる、僕が見ている好きな変化は起こりやすいですかね。もちろん、

有名な建築家の建物を造って、そこに何十万人と人が押し寄せる

ことも変化には違いないですが、それがみんなの「好きな変化」かど

うかということは、まちの中で話し合いがあったほうがいいかなとは

感じます。

島原　大きな予算をとってきて大先生にお願いして。つまり、自分

ローカルヒーロー・ローカルヒロイン

まちの楽しさを

鏡として見せてくれるのが

外から来る人たち
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が関わる余地は圧倒的に少ないですよね。

指出　そうですね、まちの自慢が増えるというのは良いことです。が、

結局、人はどこに住んでいようとも自分を認めてもらいたいのだと思

います。これは長期的な幸せ、Well-beingにも通じることですが、誰

かから「いいね！」と言ってもらえることが生きている励みになるこ

とは、若いみなさんだけでなく自分たちの世代を通しても感じるとこ

ろです。だったら、まちづくりで大事にすべきところは、きちんと一

般の人たちに見つけてもらえている、プロジェクトに関与できている

かどうかであり、生き甲斐にもつながっていくのではないでしょうか。

島原　ただ、やはり地元の年長者との感覚、考えの違いから問題も

起こります。たとえば、先日話題になった土佐市の例とか［3］……。

指出　どちらがどうということに言及しませんが、噛み合わないこと

もあります。一方で、トラブルを待っている世の中があるわけです。

よい結果がたくさんある中のわずかなことが一方的に発信されて、

本当のことが伝わる前にネット上で応援する側、しない側に分かれ

ていくのは残念です。ただ、確かに新しいことに興味や理解がある

人がいるかいないかは重要なことで、ソーシャルアクションやローカ

ルプロジェクトが起きているということをいまだ知らない地方の行政

の方も多いですよね。リノベーションスクール［4］を面白がれる人た

ちもいれば、興味を持たない人も圧倒的にいるわけで。それぞれの

まちの「温度差」というよりは、それぞれのまちにいる「人の濃淡」に

よるのかなと思います。たとえば、僕は若いグループがローカルで活

動を始めたときに、「なぜここで？」と思ったら、まずキーパーソンを

探すんです。

島原　やっぱりキーパーソンは大事ですか。

指出　そう、ちょっと物分かりのいい先輩がいるわけです。先輩世

代が「まあまあ、ここは好きにやってもらったらいいん

じゃないか」とハブになる人や、年長者との間に立っ

て面倒を見ている人がいるかどうかの差は大きいです。

島原　ああ確かに、リノベーションまちづくりでもそう

いう人の存在の話はよく聞きますね。

指出　地域で優秀な行政やキーパーソンの人たちがいることが大切

です。優秀というのは頭の良さではなく、感覚的なところ、センスで

す。ずっと僕は「香る」と表現しているのですが、この人がいれば地

域の問題に対して何かしら手が打たれていくだろうなと思わせてく

れる人がいます。それは、商工会議所や青年会議所などの組織でも

いいし、地域の工務店の社長さんや眼鏡屋のご主人でもいい。立場

は関係ないですね。

島原　地域でなにか新しい活動を始めるときは、最初にボタンを掛

け違えないというのが大事なのかもしれませんね。

指出　そう、小さなことですが挨拶をする順番を教える人がいるか

どうかも重要です。ボタンを掛け違えないための情報を地元の人が

きちんと教えるというサポートシステムは必要です。協力隊の制度

は良くできた制度で、卒業したみんなは『ソトコト』の記事に出てく

れたりしていますし、制度を通じて若い人たちが地域に現れていく

ことは良いことだと思います。

指出　万丈さんのイタリア好きは存じ上げていますが、イタリアみた

いなカッコイイまちが日本にもあったらなと僕も思っているところで

す。日本には、かやぶきの屋根や木組みのいい街並みがあるし、それ

を僕たちが頭の中で変換してイタリア的なまちだと考えればいいの

かなと（笑）。いま日本のローカルではオーベルジュやブルワリー、シー

ドルリーなど少し時代の先をゆくものが日本の各地に非常に速いス

ピードで現れているんですよね。

［2］千葉桃子さん；『ソトコト』2023年1月号「ローカルヒーロー・ローカルヒロインU30」特集に登場。岩手県洋野町から地域の魅力を伝える様子がきめ細やかに取材されて

いる。

［3］土佐市の例； 地域おこし協力隊として土佐でカフェを営む店長が地元とのトラブルをSNSに投稿し、地元新聞やニュースで取り上げられるほどの騒ぎとなった。

［4］リノベーションスクール；インタビューパート2で登場する大島芳彦氏がファウンダーのひとり。詳しくは147pからのインタビューを参照。

「新しいもの」を生み出す力

岩手県洋野町の千葉桃子さん。お気に

入りの場所・宿戸大浜の海をバックに。

（『ソトコト』2023年1月号より）

photo／Hiroshi Takaoka
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島原　それは、若い人たちにとっていい時代でもありますね。

指出　かっこいい仕事やスタイルはここ10年でみても、日本の各地

で種がまかれていて、お手本に事欠かない状態になりました。それ

までは地方を明るくしたい、地域を元気にしたいと思っていても、方

法が分からずそこで終わっていた。それが、いまは「上勝［5］みたいに

かっこいいクラフトビールがつくれるようになれたらいいね」「じゃあ、

ちょっと見学行ってみようか」というところからノウハウを教われた

り、連携が取れるようになった。日本はいい意味でオープンソースな

状態だから、ノウハウを共有し、コンテンツとして積み上げられてき

たというのがここ数年の感覚です。

島原　それは指出さんが伝えてきた、メディアの果たした役割も大

きいと思います。中山間地だからこそできることが共有されたことが、

ローカルな人たちにとって勇気づけられていますよね。

指出　教科書のように共通で読めるお手本やノウハウができてきて

いると言っていいかもしれません。これは、令和に入ってからの５

年間ですごく進んだことでしょう。夢や希望のお手本になるものが

圧倒的に少なかった時代から、東日本大震災のあった2011年以降、

続々と増えていき、現在に至ったのは確かです。

島原　僕はウイスキーが好きなのですが、ジャパニーズウイスキーは

いまや日本各地に80以上の蒸留所があるんです。そのうちサント

リーやニッカやキリンのような大手企業のものは４つくらいで、多く

は地方の清酒や焼酎の酒蔵からの参入です。2015年くらいからは、

クラフトウイスキーと呼ばれる小規模生産の蒸溜所も出てきて、い

ま全国に30近くあります。

指出　そんなにあるんですね。

島原　ウイスキーのすごさは、何年か寝かさないと商品にならないと

ころです。最低でも5年程度を耐え忍ぶ。地方のまちで、しばらく

の間はつくって貯めているだけというビジネスが80箇所以上もでき

るのはすごいことです。

指出　日本のウイスキー界というのはイノベーションが起きていると

思います。

島原　2010年くらいから世界でも一気に評価が高

まりました。最初はクラフトビールから始まって、次に

クラフトジンがブームになって、いまはクラフトウイス

キーが注目されています。いずれ各県に１つはクラフ

トウイスキーがあるという時代も遠くないかも知れま

せん。日本全国どこでもご当地ウイスキーが飲めるよ

うになる、という（笑）。

指出　どれも「水」がキーワードになる気がしますね。軟水から硬水

までさまざまな水が日本の各地にはあって、それに合わせてお酒を

つくってみようとなる。これまで当たり前に享受していた自然資本

というものがビジネスにつながり、世界に打って出るきっかけになる。

それこそ希望ですよね。自分のまちから世界で賞をもらえるような

ウイスキーがつくられる時代になって、叶えている人たちが現れてい

る。日本のローカルもずいぶん道が切り拓かれたなというのが僕の

印象です。

島原　まちが変わったなと一番分かりやすいのは、おしゃれなカフェ

ができたとか、新しい動きが「可視化」されることではないかと思い

ます。地方出張のついでに街歩きをしいていると、「このまま代官山

にあってもおかしくないな？」というようなカフェに出合うことはさ

ほど珍しくなくなりました。そのあたり、指出さんが感じているとこ

ろはありますか？

指出　例をあげると、有名なのは神奈川の真鶴町。真鶴出版［6］の

川口さんや來住（きし）さんたちも、まちの魅力を伝えていて素晴

らしいし、歩いているだけでおしゃれな気分にさせてくれます。あと、

丹波篠山市（兵庫）も、元々の街並みをうまくリノベーションした飲

食店などが揃い、しかも大阪や神戸からも1時間程度で行きやすい。

素敵だと感じるまちはどこも、歩く人たちが増えるようなまちづくり

をしていて、素晴らしいと思います。

島原　そういった場所というのは、指出さんがおっしゃる「関係案内

所」に近いような印象があるのですが、どうでしょうか？

指出　確かにそうですね。関係案内所というのは観光案内所をも

じった造語ですが、人と人との関係を案内する場所があればいいな

というのが出発点でした。まちを歩いているだけでは限られる人と

の出会いも、誰かと出会いたい、面白い何かと出合いたいというみ

心地よいまち・居場所のあるまち

2022年、与謝野駅駅前の更地に立つローカルフラッグの4人

（濱田さんは右2人目）。この場所に、いまでは「TANGOYA 

BREWERY & PUBLIC HOUSE」がオープンしている。

（『ソトコト』2023年1月号より）

photo／Hiroshi Takaoka
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んながいる場所があれば、何かしらの縁が生まれやすくなるだろうと。

そういう場所が増えるといいなと思っています。いまではゲストハウ

スなどでも「関係案内所」と看板で掲げてくれるような場所も生ま

れてきていて、ありがたい限りです。

島原　そうそう、ゲストハウスは単に宿泊施設というだけでなく、関

係案内所としても大きな役割を果たしていますね。

指 出　ほかにも、2022年にオー プンした神 戸の「NATURE 

STUDIO（ネイチャー スタジオ）」［7］は、廃校をリノベーション活用

した複合施設です。水族館や校庭跡にエディブルガーデン、ビール

工房や神戸で人気の飲食店などがあり、多様な人が集まれる仕掛

けとなっています。ここは、大型施設ですが観光というよりは地域

のことを知ろう、コミュニティを大事にしようというようなメッセー

ジが伝わるつくりになっていて、この人の動きを見ていると、昔のよ

うに小さなところで関係性が紡がれるというところから、わりと大き

な空間でも人は人と出会って関係性をつくりたがっている、つまり

関係案内所は大型化している気がします。だとすると、真鶴町や丹

波篠山のまち全体がそうであるように、空間として区切られてなくて

もいい。まちが出会いの創発の場所になり、関係案内所としての市

町村が生まれていっているのは確かですね。

島原　「関係案内所としての市町村」というのは希望につながります

ね。

指出　いま僕は、福島県郡山市の「こおりやま街の学校」［8］という

市民大学の学校長を務めていて、この取り組みの中からもシーシャ

カフェなどいろんなお店やつながりが生まれ始めています。まち全

体を関係案内所にする、このまちが好きだから伝えようとする、それ

を実現できる場をつくった郡山市は正解だったと思います。

島原　移住・定住や関係人口を呼び込むだけでなく、地域のことを

学べる、発信できる、新しい人と出会える場があることは、地元の人

にとってもいいことですね。

島原　地方創生事業である「内閣府まち・ひと・しごと創生本部」が

2014年からなので、そろそろ10年となります。人口増を目標とし

てしまっているので、正直、評価しようとすると厳しい面もあります。

けれど、ここ最近はローカルのWell-beingには相当に目が向いてき

た感覚があります。

指出　ありますね。消滅可能性都市への反発心を燃やすところから、

落ち着いたフェーズに変わりました。ノストラダムスの大予言みた

いに1999年過ぎたけど大丈夫だったみたいに、冷静に戻ったとい

うか（笑）。加えて、人口減対策と同時に「幸せに暮らす」というと

ころにテーマが移ったのは確かじゃないでしょうか。自分たちにとっ

ての幸せって何だろう？と考えた結果、地域に関わる人たちで何か

［5］上勝；日本で初めてゼロ・ウェイスト宣言を掲げる徳島県上勝町。RISE & WIN Brewing Co.は上勝町に拠点を構えクラフトビールの製造販売をするほか、廃材を利用し

た醸造所やレストラン、宿泊施設など、上勝町の魅力とともにゼロ・ウェイストアクションを体感できる複合施設の運営にも力を入れている。

［6］真鶴出版；神奈川県足柄下郡真鶴町にある「泊まれる出版社」。古民家を出版社×ゲストハウスとして運営。地域情報を発信するとともに、ゲストハウス宿泊者とまち歩

きをしてリアルにその魅力を伝えている。オーナーの川口瞬さんと來住友美さんは2015年に移住してきた。ちなみに真鶴町は「美の条例（美の基準）」によりリゾート開発か

ら逃れ、昔ながらの景観を守ったことで知られる。

［7］神戸の「NATURE STUDIO（ネイチャー スタジオ）」；代表でプロデューサーも務める村上豪英さんはソーシャル系大学「神戸モトマチ大学」の設立者でもある。自然と人・

人と人のつながりを生むコミュニティ施設として、「学ぶ」・「食べる」・「暮らす」をテーマとした店舗や施設が揃い、学童や保育所、就労支援施設もある。

［8］こおりやま街の学校；「郡山の街なかをキャンパスとして、地域づくりなどの考え方やノウハウを座学と実践によって身につける」ことをテーマに福島県郡山市が2020年に

開校し、今年で4期目。1期から指出さんが学校長を務めている。

幸せに暮らすということ、Well-beingへ
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をできる仕組みを考えたり、誇りになる産業を生み出すという方向

になった。たとえば、長野県の根羽村では、間伐材で繊維をつくる

技術でアパレルを展開しようとしています［9］。このように、人口が

減っていくことを危機的な状況であると認識する中でも、楽しめる

こと、希望を持てることをどうつくるかを考え始めているところはあ

ります。「有事」の中でも、一番いい最適な幸せを勝ち得る方法を

どう考えたらいいのか、というところに地方創生もフェーズが移った

のかなという感じがします。

島原　誇りになる産業はとても大事ですね。

指出　最近出会っていいなと思ったのは、京都の与謝野町でクラ

フトビールをつくっている濱田祐太さんです［10］。以前、「指出さん、

僕ここを買ったんですよ」と言って案内してくれたのが天橋立に近

い土地。京都丹後鉄道・与謝野駅の目の前で、まだロープしか張っ

てなかったその場所で男子4人が堂々と「ここにみんなが集まる店を

つくって、そこでクラフトビールを出して、ここから産業が生まれた

りするような場所が来年にはできるので見ててください！」と。そし

てその場所に今年7月、ブルワリーとビールパブをオープンしました。

これが希望ですよ。この4人はこのまちが大好きで、楽しくて、好き

な土地を取得して、自分たちでバックキャスティングした。駅前だ

から飲んでもすぐ帰れるし、地元に遊びに来る人も増やせるし、経

済も……みたいなことをワクワクしながら考えている。彼らにとって

は有事でもなんでもない日常かもしれないけれど、面白いことができ

る場所として地元の与謝野町があった。この1憶2000万人の国の

中には、こう考える若い人がたくさんいるのだと。これは希望です。

島原　こういった若者たちが出てこられる環境をつくることも、地

方創生の重要な目標にするべきなのかなと思います。

指出　それは大きく感じます。むしろ新しいものを生み出すことを

サポートするのが次の仕事なのかもしれません。人口減少対策より

も、こういうカッコイイ仕事を地域に増やしていったほうが結果的に

は巡りめぐって「あのまち、イケてるじゃん」となるのではないでしょ

うか。

島原　いま、「カッコイイ仕事」っておっしゃったけど、僕も同じこと

を考えてました！言葉がピタッと来るものがなくてモヤモヤしてい

ますが、つまり、彼らって「おしゃれ」です。『ソトコト』に紹介され

ている方々も、着ているものがハイブランドとかではなくても、彼ら

のトーン&マナーをどう表現するかというと「おしゃれ」なんですよ。

おしゃれであることは地方創生にとっても大事な要素ですよね。

指出　僕は常々、「地方創生の中で一番大事なことは何か」という

質問には、単刀直入に一言、「若い人がまちを歩くようになったらそ

れでいいのではないか」と答えます。流行りの派手なＴシャツを着

ている若者が、日本の、それこそ司馬遼太郎さんが愛した『街道をゆ

く』みたいな古いまちを歩いている。重厚さの中に軽やかさが入っ

てくるとそれだけで変わるんです。ポップさが増すというのかな。地

元のお父さん、お母さんに若い皆さんを紹介すると、「なんかまちが

パッと明るくなってよかったわね」というふうにお褒めの言葉をいた

だきます。そう考えると、幸せや希望の尺度にはグラデーションが

あって、名を成すとか、大成するという希望もいいですが、まちを歩

いている若い人たちを見て自分も幸せに感じるような、風景に対す

る希望みたいなものも大事かなと感じます。

島原　そうですね。おしゃれな若者がまちを歩いているのを見かけ

ると、「このまちはまだ死んでいない」と思える、一つの大きな現象

じゃないかなと思います。

指出　そういうまちを調べると、理由があることも多いです。政策

としてのサポート制度があったり、実際に活動の拠点となる場所を

市や町が提供している場合もあるし、ファブラボやリノベーションさ

れたオフィスがあったりとか。あと最近は地域商社や合同会社とい

う形で、若い人たちが地域づくり・まちづくりのブランディングをす

るということも、行政の理解の元にできたりしています。

島原　「地方には伸びしろしかない」とよく言われますが、それは開

き直りでも何でもなくて（開き直りでもいいのですが）、特にインバウ

ンドの動きなんかを見ていると、ローカルほど成長の可能性があるの

はよく分かります。

指出　僕は国連の作業部会の委員［11］をしばらく務めていたときが

あるのですが、日本での分科会で、いまの日本の環境教育や持続可

能性なライフスタイル等についてプレゼンしたことがあるんです。フ

ランスやアメリカなどのまちづくり専門家の前で話したのが、新潟の

十日町の豪雪地帯を限界集落から脱却させた元・京大の応援団長

の話や［12］、とにかく毎晩パーティーしながらリノベーションしてい

［写真左］群馬県庁の「ソーシャルマルシェ&キッチ

ンGINGHAM（ギンガム）」。マルシェとキッチンエ

リアを備え、中央の人工芝の丘では子どもを遊ばせ

たり31階からの眺望を楽しんだり。「ギンガムチェ

クのように老若男女、誰にも似合って、愛されてほし

い」とプロデュース＆運営をする指出さん。［写真

右］役目を終えた桐箪笥や薬局棚などからつくられ

た屋台を使って小さなお店を始めてみることもでき

る「ゴッコ屋台」。ネーミングにもワクワク。

まちの幸せは個人の幸せに

ダイレクトにつながっている。

このことに向き合ったほうが

いいタイミングじゃないでしょうか。

— 1 4 4—



る男の子たちの話とか……。

島原　パーリー建築ですね［13］。

指出　それが、スタンディングオベーションだったんです。「エキサイ

ティングだった、日本にこんな若い人たちがいるということを知らな

かった、持続可能な暮らしに若者たちが貢献している、それに何か

エキゾチックだし」……海外の方の反応がものすごい興奮で、ため

になったかどうかは置いといて、彼らには刺激的な風景に映ったこ

とが面白いと思いました。

島原　本当にローカルは成長可能性がすごく大きいことに、日本人

自身が気づくべきです。

島原　指出さんは全国各地のローカルを巡って、元気なローカル

ヒーロー、ヒロインが起こす変化を見続けていらっしゃいます。各

地で面白いプロジェクトを起こしている、推進しているプレイヤーは、

その地域から生まれるのか、外からやってくるのか？

指出　両方ですね。半分半分です。先ほど話に出た京都の濱田さ

んは地元ですし、岩手の千葉さんは移住者です。

島原　変化の元となるローカルヒーロー、ヒロインは別に地元出身

者と限らなくてもいいし、移住者でも関係人口でもよいということで

すね。

指出　そうですね。いまは個人で何かをやるより、やはりコミュニ

ティが大事になります。若い子たちはコミュニティベースな働き方、

暮らし方が好きなんだと思いますが、その中でひとりでも変化を生

むと結果的にムーブメントにはなりやすいです。

島原　私の身近でも関係人口として地方に関わっている人を見て

いると、彼らは地方に行って仲間とつながるとことを求めているよう

な気がします。

指出　そうですね、僕は、東京からローカルに行くみんなは、「私と

いう個人を認めてもらえるから」というのが大きな理由だと思って

いましたが、最近もうひとつ、「もう一人の自分をつくれるから」では

ないかと考えています。僕は東京にワンルームを借りることで匿名

性や仮名性が得られると思った世代ですが、逆に、若い子たちはロー

カルへ行く。中山間地域のコミュニティに出会って、自分は話し下

手だと思っていた子が、「●●さんっておしゃべり上手だね」と言わ

れて、そこではうまく話せるとか。そういう匿名性、仮名性みたいな

ものの心地がいいので、地域で活動している可能性もあるのかなと

いう気がしています。

島原　たとえば東京での仕事や暮らしが本業の顔であるとすれば、

それとはちょっと違う別のキャラで活動できるのがローカルというこ

とですか。

指出　そう思います。僕自身も東京と神戸だと多少は役割が違い

ますね。東京にいるとやはり仕事がメインですが、神戸に行くと「神

戸に引っ越してきた指出さん」みたいな（笑）。両方が補完し合って

いるのです。東京と神戸のどちらにも補完性があって、自分がやり

たかったことが“まろび出て”くるというか。一方だけではできなかっ

たことが、ふたつのまちにいることで両方ともでき始めていることを

考えると、若い人たちが地域に関わっていることは、何かを実現する

［9］間伐材から繊維をつくる；大阪にある（株）和紙の布が開発した、国産間伐材を用いた和紙でつくる繊維素材「木糸（もくいと）」。長野県根羽村と根羽村森林組合は同社

の協力のもと、根羽村産木糸を使用したフェイスタオルを発売。徳島県上勝町の企業も加わり「木の糸コンソーシアム」を立ち上げ、新規ビジネスの可能性を探っている。

［10］濱田祐太さん；『ソトコト』2023年1月号「ローカルヒーロー・ローカルヒロインU30」特集に登場。2019年ベンチャー企業「ローカルフラッグ」を立ち上げ、現在はメンバー

が4人。地域プロデュース事業とクラフトビール事業などを手掛ける。2020年に誕生したクラフトビールの名前はその名も「ASOBI」。

［11］国連の作業部会の委員；国連持続可能な消費と生産10年計画枠組み(10YFP)「持続可能なライフスタイル及び教育(SLE)」プログラム作業部会委員。　

［12］京大の応援団長の話；多田朋孔さん。2010年に当時6世帯13名の限界集落だった池谷集落に家族で移住し、応援団仕込みの不屈の精神と培ってきたビジネスセンス

をもって見事、限界集落から脱却させた。

［13］パーリー建築；パーティーをしながら全国各地の空き家を改修するパーリー建築の活動はメディアにも取り上げられた。第一人者の宮原翔太郎さんは鳥取に移住し、建

設会社の副棟梁として今も関係人口として活躍中。

若者がローカルを目指すワケ
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ための、ひとつの補完性のある行動だと思います。

島原　関係人口としての彼らは、今後も増えていくとお考えでしょ

うか。　

指出　『ソトコト』では、2012年以降に日本各地の若い人を取り

上げるようになりましたが、最初はすごく心配していて……。

島原　ネタが尽きてしまうことを？

指出　はい、でもそれは杞憂でした。全体的に地方の元気な若者は

増えていっていると感じます。震災後のローカルを盛り上げた若者

の中には、すでにご家庭を持っている人も多くて、地域×教育といっ

た活動もあります。もうひとつ若い世代は、濱田さんたちのように

新しくビジネスを立ち上げる。若い世代のローカルが好きな人の多

くが、プロジェクトやビジネスに参画しているというのは感じますね。

島原　私は地方創生をテーマにした一連の報告書で、人口は選ば

れた結果であると主張してきました。人口の頭数を目的としている

限り地方創生で勝つところは少ない。地方創生もそろそろ新しい

フェーズが必要というか、本当に目指すべきものが見えてこないとい

けないと思います。

指出　消滅可能性都市が日本創成会議で発表されてからそろそろ

10年経ちます。下げ止まらない人口減少を予測された島根県の海

士町（あまちょう）［14］は、地域消滅対策として様々な手を打った結

果、現在、人口は高止まっています。データに対して悲観的になる

だけではなく、対策を練っていけば未来は変わるという、何かしらの

希望を持たないとその高止まりや変化は起きなかったはずです。自

分たちのまちの未来、もっと小さく言えば個人として5年後10年

後どうなっていたいのか。自分の幸せとは何かを考えることと、人

口が減っていく地域で暮らしていくことは実はすごく密接に結びつ

いていて、まちの幸せは個人の幸せにダイレクトにつながっています。

このことに向き合ったほうがいいタイミングじゃないでしょうか。

島原　最後に、指出さん自身がWell-beingや希望ということに関

して、いま進めている、面白がれるプロジェクトなどあればぜひお聞

かせください。

指出　いまね、群馬県庁31階をプロデュースしているんです。これ

が面白くて。

島原　県庁ですか。

指出　群馬県庁って、日本で一番高い県庁舎なんです。31階と32

階が展望広場になっていて、32階はすでに3年前に「NETSUGEN」

という、イノベーターを生み出す場所になったのですが、31階をま

た違った人たちが集まれる場所にしたいと依頼を受けて空間プロ

デュースをさせてもらいました。「GINGHAM（ギンガム）」という、“空

の上にまちをつくる”というコンセプトです。マルシェとキッチンの

エリアがあって、廃材からつくった屋台が並んでいて。誰でも自由

に使える場所ですが、ゆくゆくは飲食をやりたい、子どものための教

室を開きたい、という人たちが集まって出会える場になればと思う、

わりとやわらかいインキュベーション施設です。

島原　空間プロデュースだけでなく、運営にも関わられているので

しょうか？

指出　はい、運営もやっています。ゆくゆくはカフェバーを開きたい

とか、パートナーと農家民宿をつくりたいなど考えるみんなに、ここ

でコミュニティマネージャーとして経験値を積んでもらえればと考え

ています。今日、地域と希望について話していて、このフロアはまさ

にみんなの希望が生み出される場としてつくられたのだなと、改めて

感じましたね。

島原　そこから広がる未来が楽しみな取り組みですね。今日は、全

国を飛び回ってローカルの動きにずっと伴走されてきた指出さんこ

そのお話をたくさんお聞かせいただきました。お忙しいところどうも

ありがとうございました。関係案内所がますます増えていくことを

楽しみにしています。

［14］島根県の海士町；島根県隠岐郡海士町。「ないものはない」宣言をし、子育て支援や、教育、特産ブランド化など多方面で改革を実施。Iターン移住者獲得に成功し、約

2400人の居住者のうち、2割は移住者とされる。

5 年後、10 年後の幸せ
＿ わくわくできているか＿
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まちづくりは、地域のポテンシャル探しだ

脱・人口増減論

interview
special

02

未来へつなぐまちづくりとは？　地域では何が起こっているのか。

地域活性化ワークショップ「リノベーションスクール」の立ち上げ人のひとりであり、

全国の自治体とともに地方創生、市街地や団地などの地域再生プロジェクトを牽引、

自らも家業の不動産賃貸管理業の3代目である（株）ブルースタジオの大島芳彦さんに、

まちづくりの「いま」を聞いた。まちづくりはどう変わりつつあるのか。

リノベーションとは何か？……歴史談義（？）からまちづくりの裏側まで、

リアルな話が飛び出した。

島原万丈
LIFULL HOME‘S 総研 所長

聞
き
手

おおしま・よしひこ／1970年東京生まれ。2000年ブルースタジオ一級建築士事務所としてリノベー
ション事業をスタート。その業務範囲は建築企画・設計、ランドスケープデザイン、コンサルティング、
プロパティーマネジメント、ブランディングと多岐にわたる。武蔵野美術大学造形学部建築学科客員教
授 、 ( 一社)リノベーション協議会理事副会長、（一社）日本まちやど協会理事など肩書は書ききれない
ほど。団地再生プロジェクト「ホシノタニ団地」で2016年度グッドデザイン金賞（経済産業大臣賞）受
賞、「北条まちづくりプロジェクト-morineki-」で令和4年度 都市景観大賞「都市空間部門大賞（国土交
通大臣賞）」を受賞、2015年「リノベーションスクールを通じた人材育成と地域再生事業」で建築学会
教育賞受賞ほか受賞歴多数。多方面にわたる活動やnoteの記事など読み応えたっぷりのブルースタジ
オサイトへ　https://www.bluestudio.jp/

大島芳彦さん 
株式会社ブルースタジオ 専務取締役／クリエティブディレクター

153pで紹介する-morineki-（モリネキ）でのひとコマ。住宅エリアの中庭に面したポーチから顔を出すとすぐにご近所さんと触れ合えるオー
プンなつくり。高齢者やファミリーなどさまざまな住民たちの交流も盛んになったという。

リノベーションまちづくりのリア
ル

話
を
う
か
が
っ
た
人
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※（株）リノベリングのHPより

 リノベーションスクールとは  「まちなかに実在する遊休不動産

（空き家や空き店舗、空きビル、空き地、使われていない公共空間

など）を対象とし、エリア再生のためのビジネスプランを創り出す

短期集中の実践型スクール」※新たなまちづくりを目指す民間プ

レイヤーと不動産オーナー、行政の三者によって取り組まれる。

 リノベーションまちづくりとは  、「今ある資産を活用して自治体

の都市・地域経営課題を解決していくこと」※人口減少・高齢化

など地域が抱える課題に有効な手段である。スクール、まちづく

りの両者ともに、都市の規模に関わらずエリアごとの特色を生か

した取り組みが多方面で進行中。詳細は本文にて。

リノベーションスクール／リノベーションまちづくりとは？

島原万丈（以下、島原）　大島さんに東京でお会いできるなんて、ほ

んとに珍しいことですよね。ブルースタジオとしてもリノベーション

スクールでも、地方に行かれているほうが多いというイメージです。

しかも、大都市から小さいまちまで。ということで、「リノベーショ

ンまちづくり」を中心にまちづくりの未来についてお聞きしたいで

す。まず、政府が旗を振って進めている地方創生事業ですが、人口

増だけを目的にしていて人口の奪い合いに過ぎないように思えます

が、この点はどのように見ておられますか。

大島芳彦さん（以下、大島）　実際に、民間やリノベーションまちづ

くりに関わる仕事をしているときに、人口増が直接的な目標になる

ことは、あまりないと言えます。行政にとっては、そのまま税収に影

響するのでKPIとしては気にしているだろうけど、その地域に暮ら

している人には、人口の増減はあまり実感がない。人口が増えても、

中心市街地が空洞化していたら寂しく映るし、新興住宅地が増えた

としても、暮らしている人にはあまり実感がないのです。

島原　ただ、新しい場所で店を始めようとすると、地方のまちでは

「ここにそんなマーケットはない」などの声が出ることが多い。マー

ケットという感覚ではどうですか？

大島　たしかに、商店街の人たちはそういう発想かもしれません。

商店街はたくさんの人で賑わってこそ商店街という意識から、人が

歩いていなければマーケットとして成り立っていないと考えるので

しょう。リノベーションスクールにおいても、「中心市街地の活性化」

や「空き家・空き店舗の解消」という分かりやすい言葉が表立つので、

地域の人たちはそれが改善されることを本質的には期待します。「リ

ノベーションスクールを数回やってきたけど、まだ人は戻ってきてな

いよね」と言う人も多いけれど、実際にはちょこちょこ裏通りにU

ターンIターン組のいい店ができていたりする。確かに、店やアクテ

ビティの数、価値観を共有する仲間が増えていく数量的な増加はい

いことだけれど、量だけが必要なわけではなく、その「質」が上がると

いうことが大切だと感じています。

島原　リノベーションスクールは行政が主催することが多いと思う

のですが、やはり行政としては、空き店舗の解消や中心市街地活性

化の達成が第一で、いまおっしゃった質の向上より、通行人数が増

えたとか減ったということに一喜一憂しているように見えます。そ

のような数的目標に対して、リノベーションスクールではどのように

折り合いをつけているのでしょう。

大島　リノベーションスクールも人口数万人から数十万人までいろ

んな規模のまちでやっていて、たとえば北九州市は政令指定都市で

すよね。

島原　人口約90万人の大都市ですね。

大島　北九州市でいえば、小倉の目抜き通りだと、かつての川のよ

うに人が流れる商店街の復活や空き店舗の減少を期待されました。

たとえば、小倉魚町地区でのリノベーションまちづくりは、そういう

意味においては成功したとみています［1］。これまで手掛けたまちづ

くりでいうと、和歌山市（人口約36万人）はそこそこ大規模な都市

なので、人が戻るという期待値は高かったし、反対に、人口が20万

人程度の徳島市や鳥取市になると、そこまでの状況は期待しない。

ただ、むしろ小さな規模のまちのほうが、実際に店舗数は増えて居

なくても、リノベーションスクールを通じて生まれる人と人のつな

がりや、家守会社［2］のような組織化されたものができることに達成

感を感じているように見えます。何人増えたという数字だけでなく、

その過程も含めての報告書が自治体にあげられるということが多く、

イベント開催に対する活力も生まれています。

島原　イベントなどをやる活力というのは、「ここでは何かを始めら

れる」という前向きさがあって、やはり希望というテーマにも重なる、

大切なことだと思います。

大島　そう、大切なのは、規模は小さくても仲間や自分と価値観を

ともにする人たちがいるという確信があることです。商店街イベン

トといえば、商店街組織が補助金を使ってやることが一般的で、結局、

量より質のリノベーションまちづくり
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どれだけの人が来たかという数字で答えを出したがります。集まっ

て楽しいからやっているわけじゃない。けれども、手づくりのイベン

トは、意味が根本的に違うのでイベント自体に流れている空気感も

当然、違うはずです。たとえ会場は商店街であっても、です。

島原　マルシェイベントや手づくりのイベントは全国で開催されて

いて、いい雰囲気だなと感じることが多いです。

大島　そういうイベント自体が、日常生活の中で期待している楽し

さや自己実現を体感できる場だと思うので、マーケットイベントの

質の高さは、その地域の民度に反映しているなと感じます。

島原　質の高さと同時に、受け取る側の民度というのも大切なキー

ワードですね。

大島　最近いいなと思ったのは、和歌山市にある本町公園で毎月第

2日曜日に行われている「てとこと市」です。紀州まちづくり舎の吉

川誠人さんという方が、元々は商店街で行っていたイベントをいっ

たん終了したあと、場所とイベント名を変えて「てとこと市」として

再生させました。なにより、商店街イベント時代に培ってきた出展

者たちのつながりが強くて、集客力もあるし、出店者の数も増えて

定着しています。手づくり・手仕事にこだわったテーマで、すごく質

が高いし、そういう人たちの輪がどんどん広がっているところが、和

歌山は民度が高いなと思うわけです。出店者の人たちも、いつかど

こかで自分のお店を持っているだろうな、と想像させるような。

島原　未来につながるワクワク感がありますね。リノベーションス

クールは何度も見学していますが、何かを始めたいと手を上げる人

たちが出てくると、「ここにもまちづくりに前向きな人たちがいたん

だ」という希望が持てます。それは小倉でも感じましたけれど、元気

にするのはやはり中心市街地からということに意味があるのでしょ

うか。

大島　実際、地方は車社会なので場所は問わないんです。ただ、歩

いて複数のものを同時に体験できる、直感的に理解できるという点

で、中心市街地に集まっていたほうが都合がいい。連鎖反応が起き

やすいのです。もともとウォーカブルなのが商店街なので、そこで何

かを始めようというのは理に適っています。もちろん、実際は何か

を始めるのに場所は問わない、田んぼの真ん中でも農家の納屋でも

いいと思います。大事なことは連鎖反応によって魅力的な「エリア」

をつくるイメージです。

島原　中心市街地では連鎖反応が生まれやすい。確かに、リノベー

ションまちづくりの現場を歩いてみると、店などが増えているという

実感が湧いてきます。外から来た人間でも何かが動き出したなと感

じ取れる変化はありますが、やはり地元の人も同じ感覚なのでしょ

うか。

大島　そうですね。ただ、まちづくりはプレイヤーがいるだけでなく、

不動産オーナーも呼応していないと連鎖反応は起きづらい。不動

産オーナー側にとっても、そもそも見たこともない人間に場を提供

することで素晴らしいことが起こるなんて想像もできないことです。

まずは、誰かが実践してみて、それが他の不動産オーナーたちにハッ

ピーになったと映れば、じゃあうちも……と連鎖するわけです。誰か

が最初にやり始めることが大事です。

島原　ということは、リノベーションスクール自体がファーストペン

［1］小倉魚町地区でのリノベーションまちづくり：北九州市小倉地区の魚町商店街エリアでは2011年「小倉家守（やもり）構想」を公民連携により策定。リノベーションスクー

ルの開催からスクール案件の事業化などのエリア再生に取り組んだ結果、通行量の増加など目に見える成果が生まれた。

［２］家守会社；家守（やもり）とは江戸時代の長屋を管理する人のこと。地主や家主に代わって土地や建物を管理し店子の相談に乗るなど、まちの維持管理を担っていた。

この仕組みを現代によみがえらせたのが「現代版家守」。民間の「家守会社」を設立し、まちづくりの企画運営やリノベーション投資、創業支援などさまざまな活動を行う。

プライドを失ったまち

毎回違ったテーマも楽しい和歌山市の「てとこと市」。開催情報は、HPやSNSで告知される。
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ギンの発掘所みたいになっている。そしてその成功体験が連鎖を生

むわけですね。

大島　それが中心市街地をひとつのターゲットにする理由です。そ

れ以外にはどんなところでまちづくりリノベーション的な連鎖が起き

るか。実は、旧家の不動産オーナーがいるというのも、ひとつの共通

点なんです。ほとんどの日本のまちには旧家がいるけれども、大地主

というほどでもなくて、昔からの商家の立ち並ぶまち。たとえば、街

道筋の商店街では、小さな規模ながら商店主が不動産大家でもあり

ます。それぞれ事業や不動産の承継問題は抱えていつつ、何もない

状況では動きづらい。そこに新しい流れがあると、一気に堰を切っ

たようにみんなで動けるようになるんです。リノベーションスクール

がそのひとつで、僕らスクール側の運営もあえて意識をしてオーナー

向けのレクチャーを開催したりしているわけです。

島原　商家が連なるまち、商都。確かに旧街道沿いの旧宿場町とか。

地域で人のつながりが強いというのはあると思いますが、伝統やしき

たりが何より重んじられる、儲けよりメンツが大事というようなとこ

ろは、寛容性が低いというのは調査データからも読み取れるところ

で、昔でいう武家が強いところは新しいことを始めづらいイメージも

あります。意外と金沢などの北陸のあたりが窮屈なのかなと［3］。

大島　ただ、武家のまち括りで言うと、意外とそうでないところも多

いですよ。僕が担当していたリノベーションまちづくりの現場であ

る、和歌山市や鳥取市、島根の松江市も武家のまちです。おおむね

武家のまちは、文化に対する造形が深いというか、洒落た感じがす

る。だから、リノベーションまちづくりでも、文化的な背景を深く理

解して進めないと儲けだけではうまくいかないというのはよくありま

す。たとえば、松江の和菓子文化。松平不昧公の茶の湯の文化が、

いまでも松江には息づいていて、松江の会社では3時のおやつを食

べるんです。「ぼてぼて茶」といって、茶道だけど気取らず、オフィス

の給湯室とかでお茶を淹れてごくごく飲むような感じ。3時のお茶

の時間を大事にするという一日のリズムの刻み方に、実は伝統が生

きているのが面白いです。歴史を大事にしながら、鳥取や松江、和

歌山もリノベーションまちづくりはゆるやかに続いています。

島原　大島さんがその土地の歴史や成り立ち、文化に詳しいのは、

地方でのプロジェクトを行うときに、地域の歴史をさかのぼっている

からなのですね。そこから何かをすくいあげてコンセプトにつなげて

いくという作業をされていますが、歴史的背景を取り上げるのは、リ

ノベーションまちづくりにおいて重要な意味がありますか。

大島　すごく大事ですね。今回のテーマである「希望」で言えば、希

望がないというのはつまり「プライドを失っている」という状態で、こ

れはどの地方都市にも言えることです。「うちのまちには何もないん

だ。若い奴らは出ていって帰ってこない」なんて、口をそろえて同じ

ことを言います。プライドを失っているというのは、足りないものだ

らけの状態です。この、量的な劣等感を味わっている中で、どうし

たら地域の人にプライドを取り戻してもらえるか……。ということ

考えると、歴史や文化は一番プライドを取り戻しやすいものだと思

います。

島原　確かにそう思います。

大島　ストレートな歴史的事実ではなくて、だからこそ培われた習

慣や風習に落とし込む。松江の「ぼてぼて茶」のように、自分たちの

習慣のルーツにある歴史的なことは意外と地元の人でも知らないの

で、僕らのような外から来た人間が調べて整理して伝えると、それ

がプライドの拠り所になることもあります。

島原　地域の歴史的な固有性がプライドにつながるのは理解できま

す。逆に、量的な物差ししか持っていないと、何をやってもだめだと

なってしまい、諦めてしまうのは非常に残念に思います。そんな状

況でも何か、まちづくりを手掛ける中で面白い動きはありますか？

大島　ブルースタジオとしては、ここ5年～10年くらいは「グランド

デザイン」という仕事が多くなっています。

島原　まちの？

大島　そう。モノとしては企業が所有する資産、いわゆる敷地・建

物ですが、いきなり活用方法を決めるのではなく、まずは、それらが

［写真左］バス停名は“桜堤上水端「hocco」”。緑に囲

まれたオープンな空間は、「散歩や帰宅のついでにふらっ

と立ち寄ることができてひと休みできる、まったく新し

いまち」として近隣住民たちのコミュニティの場となっ

ている。［写真右］土間と軒先で好きなことを表現でき

るのが「なりわい賃貸住宅」たるゆえん。本屋やプラント

ショップ、飲食店などが並ぶ。バスを待つ場所から人が

集まるまちへ、変貌を遂げた。

希望がないというのは

「プライドを失っている」という状態。

これはどんな地方都市にも言えること。

まちの価値を再評価する
グランドデザインが描けるか
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ある「まち全体の価値はなんなのか」から考えるのです。いわゆる、

エリアビジョン、グランドデザインです。たとえば、不動産だけでは

市場価値がないのは明らかな場合、オーナーは諦めてしまう。けれ

ども、まちの可能性にその不動産が寄与できることがあるはずです。

可能性があるなら、まちのポテンシャルを知りたい。その上で何をや

るか考える。いきなりホテルや賃貸住宅を建てるのではなくて、まず

はまちのポテンシャルをはっきりさせる、ビジョンを描くという仕事

が増えています。

島原　そこで、まちの歴史なども調べて提案するわけですね。

大島　僕が根掘り葉掘り聞いたり、リサーチしたり、まち歩きした

りして整理して、まちのポテンシャルについてレポートにするわけで

す。状況も鑑みて、不動産活用の方向性をいくつか指し示す。そ

うすると、何をやっていいかが見えてくる。そこから、建築として何

をやるかなど、複数案に広げて検討が始まります。小田急バスとの

事業「hocco」［4］もそうでした。電鉄会社をはじめ、土地建物といっ

た資産を所持する会社は多いですが、都心ならまだしも、郊外や地

方の資産の場合はどこから手をつけるべきか、どうしていいか分から

ないので放置されていることも多くあります。そんな時は、まずポー

トフォリオを全部開示してもらって、そこから不動産活用のビジョン

としてどうあるべきかを考えていきます。たとえば、鉄道会社なら沿

線の人口、乗降利用者数が影響するので、テコ入れすべき箇所がエ

リアによって見えてきます。

島原　「hocco」の場合の事業提案においては、どのようなところが

ポイントだったと考えますか？

大島　他の候補案もある中で、僕たちのほうからグランドデザイン

を提示して事業を提案しました。グランドデザインがあれば、事業

主は社会やマーケットに対してアピールすべき点が分かると同時に、

そこに住む人や商売を始めたい人にも、何か面白いことが実現しそ

うだとか、商売が成り立つんじゃないか、そういうまちだったら住み

たいと思えます。つまりは、シティプロモーションと一緒なのですが、

それをきちんとやることで自らが創りうるオンリーワンのプライドを

取り戻せたのではないでしょうか。たとえば、高度経済成長期から

半世紀以上が経ちましたがその間なんの処置もなく放置されたよう

な土地も、いまのタイミングにおいては、空いたからといってただ単

にリーシングすればいいのではなくて、エリアの価値をリサーチしな

おすことが必要です。たとえば団地だと、半世紀前の価値は新しい

ことが魅力だったけれど、いまでは３世代の家族が住み継いだこと

が価値となることもある。半世紀という時間の価値をもう一度振り

返ることで発掘されるそれぞれの個性を、もう一度検証しエリアの

ビジョンやグランドデザインをつくりなおすというのは、リノベーショ

ンまちづくりと一緒だと思います。

島原　よくある、活性化のために巨大なビルを建てて、テナントリー

シングに苦労して、結局赤字になるというものとは、そもそも発想の

スタートが違いますね。さきほどの連鎖反応が起こるという話も含

めて、リノベーションスクールを行っている中でいま大島さんが注目

しているまちはありますか？

大島　連鎖反応は各所で起こっていますが、最近では広島の呉市か

な。市役所通りと呼ばれる、100メートル満たないような通りに連

鎖的に店ができ始めています。飲食や物販も含めて様々な店が生

まれているというのはあるものの、呉は平成の３０年間で10万人も

［３］北陸あたりが窮屈；当総研の『地方創生のファクターX』（2021年）の調査データでは、寛容性総合指標において、47都道府県中「富山県45位」「新潟県38位」「福井県37位」

「石川県35位」と北陸地方が低調だった。

［4］hocco；2021年10月に小田急バス（株）が開業した複合施設「hocco（ホッコ）」。JR武蔵境駅から小田急バスで12分、終点「桜堤折返場」として利用していた場所を開

発。住まいが店やアトリエになる土間スペースを設けた住居兼店舗の「なりわい賃貸住宅」を中心にキッチンカー出店やイベント開催などもあり、景色は一変した。開発の企画・

設計監理は（株）ブルースタジオ。

まちづくり世代論
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人口が減っている上に、令和になってからの製鉄所の閉鎖などなか

なか厳しい状況があります。しかし大都市としての歴史は明治期以

降と実は浅く、これも独特な街の文脈で印象的です［5］。

島原　もともとは軍港でしたかね。

大島　そう、明治に入って海軍の鎮守府ができてから人口が爆発

的に増えたものの、その前は静かな農漁村集落のような地域でした。

そうすると一族も3代遡ったら出身は別のまち。つまり呉のまちに

はフロンティア気質があるので個性の強い人はいるけれど、意外とみ

んな独自の視点でまちを考えているから、なかなかまちづくりの戦略

会議のような場でも各方面から参加する委員たちのコンセンサスを

得づらい（笑）。でも、センシュアスで面白いまちなんです。

島原　これからに期待ですね。あと、リノベーションスクールなどで

地域に関わっている中で気づくことなどありますか。

大島　面白いと思うのは世代の話。多くのまちでは高度経済成長

期に商店街が隆盛を極めたわけです。1960年代、70年代に起業

した人たちが圧倒的に多くて、彼らは現在80代、90代、あるいはす

でにお亡くなりになっている……まさにそういうタイミングです。そ

して、50代後半から70代の団塊世代くらいまでを第２世代とす

ると、この世代が、地方都市だと東京などの都会に出てしまって不

在家主になっているんです。そして、都会で育った第3世代である

孫は、意外と自分の家のルーツに関心があるものだから、Iターンで

戻ってくることも多いわけです。あるいは親父がUターンすること

もある。

島原　確かに、孫世代である20代から30代って、ローカルに興味

がある子が多いです。

大島　この世代がローカルに興味を持って、地域に帰るでしょ。け

れどその地域には60代、70代の中間世代がスポッと抜けていて、

80代のじいさんばあさんしかいない。若者が「新しいことをやりたい」

と言っても、世代が一足飛びになってしまって、もう言葉が通じない

んです。60代で元気のいい人が1人でもいるまちは、第1世代と第

３世代をつなぐことができていますね。

島原　世代をつなぐ通訳となるわけですね。それは、指出さんも同

じことをおっしゃっていて、センスを共有できるようなキーパーソン

が話や顔をつないでくれるのがすごく大きいと。

大島　そう、地域の名士としての立場も引き継いだ60代は信頼も

あり、さらに子ども世代の考えていることもそれなりに理解できるの

で、この世代がいるかいないかで状況は全然違ってしまいます。

島原　世代交代というと、若い人につないでいくという話になりが

ちですが、意外と中間が大事だということですね。

大島　中間である第2世代がステークホルダーですね。大学で上京

して40年以上故郷にいなかった場合、親が亡くなると地縁ももうな

いし、面倒な資産として地元の不動産は売却してしまう。そうなる

と地域における位置づけは絶たれるわけです。商店街がシャッター

通りというのは、まだ前の世代がほったらかしているだけですが、売っ

て駐車場になっているというのが、本当にまずい状態でしょう。中

間世代がきちんと地域に対する上世代からの意識を引き継いでい

くことが、地域らしいまちづくりを継承していくことだと思います。

島原　現在60代、70代である2代目世代は、都会の大学に行って

そのままそこで家族をつくって根を張るケースも多いです。ともす

ると、地域の希望はどこにあるのでしょうか。

大島　地域のJC（日本青年会議所）でも若い3代目が出てきてい

ます。60年代70年代の創業者たちから比べると、じいちゃんと同

じことはもう絶対無理、じいちゃんと同じことをやってたら終わって

しまうと感じている。若い3代目の世代では、地域の継承者の意識

が変わり始めてきているなと感じます。

島原　地方、地域で変わるということがかなり意識されている。さて、

大島さんはこれからも地方の仕事は増えていきそうですか？

大島　そうですね。「まちづくり」といった漠然とした言い方は、昔

は行政の言葉だった気がするけれど、今は民間のある一定規模以上

の資産を持っている人、たとえば地主などもまちづくりを意識して

いるし、自分たちが果たさないといけない役割みたいなものを感じて

いると思います。地方都市で多いのは、企業としての地主。つまり、

製鉄会社や造船業といった大企業は、これまでまちをつくってきた

わけです。労働者を集めて社宅をドドーンと建てると、それに続い

て民間で団地開発も起こるという、まちの形成のきっかけになって

いた。それが、産業構造も変わって、それらを処分しなければいけな

いという時代です。地域住民は、何が起きるか戦々恐々と見守って

いるわけだから、昔みたいにただ単に高く買ってくれるデベロッパー

民間主導のまちづくりへ
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に売るというのは許されないのです。そこで、まちづくりということ

を考えざるを得なくなっている。その際に、先に言ったグランドデザ

イン、大きな絵を描くことから始めることが重要です。企業として

の社会的な責任を果たすことを求められるし、SDGsの観点からも、

地方に資産を持つ企業は「まちづくり」を考えなければいけない流

れになっています。

島原　そう考えると、清水義次さんがやられているリノベーションス

クール＠浜松（企業版）が面白いですよね。地域企業がその土地で

何かしたいという思いを集める仕組みはいいなと感じます。これか

ら地域、地方のまちづくりには、旧家商家や地元企業などが重要な

役割を果たすということですね。

大島　そう、これからは行政に限らず、それらがまちづくりの一端を

担うと思います。たとえば、大東市の市営住宅建替プロジェクトを

核とした「北条まちづくりプロジェクト-morineki-（モリネキ）」［6］は、

大東市が設立した民間事業会社が主導し民間企業を巻き込んだ

公民連携事業です。このプロジェクトで僕たちが関わったのは、ま

ずグランドデザインを構築して市民や社会に対してエリアのビジョ

ンを提示することです。多角的なリサーチの結果から周辺エリアの

潜在価値を発掘し、再編集し、地域の人も驚くような絵を描き、こ

のエリアが近い将来に目指すべきビジョンを示したんです。それが

「北条の樹」です。このビジョンに賛同した大阪堀江のアパレルメー

カー「ノースオブジェクト」や大阪交野のトレイルランニングショッ

プ「SOTOASO」が基本設計以前の事業化初期段階からプロジェク

トチームとして名乗りをあげ、北条のまちづくりで自分たちが果たす

役割について、事業主体や僕ら設計者と深く協議できたことも大き

かったです。

島原　ビジョンを示すことは重要ですね。それと比べると、「まち・

ひと・しごと創生総合戦略」は、すべての自治体がその取り組みを

［5］呉；広島県呉市。大島さんがスクールマスターを務める「リノベーションスクール@呉」と大島さんが座長を務める「呉リノベーションまちづくり戦略会議」が目下進行中。

［6］morineki（モリネキ）；大阪府大東市の「北条まちづくりプロジェクト」のスタートアップ事業として市営住宅の跡地に開発した。全国初の官民連携による市営住宅の建

替え・再開発プロジェクトとしても注目され、公園や市の借り上げ住宅のほか、民間企業のオフィスや店舗を誘致。住民だけでなく多様な人々に向けたまちとなった。設計監

理はブルースタジオ・石本建築事務所設計監理共同体。令和4年度都市景観大賞【都市空間部門大賞（国土交通大臣賞）】を受賞。

ブルースタジオが示したビジョン「北条の樹」。市道北条12号線を大樹の幹に見立て、

権現川の恵みを受けながら枝葉を伸ばした先には、地域のさまざまなアクティビティ

が展開するという、大胆なアイデア。大島氏曰く「東高野街道筋に形作られた歴史の

ある農村集落だった」というように、歴史や自然、文化の背景に理解の深い大島氏な

らではのグランドデザインだ。（画像提供／（株）コーミン）

老人
憩いの家

北条緑地

北条緑地

飯盛山

北条人権
文化センター

飯盛公園

（仮称）三嶺宅地

嵯峨公園

飯盛園
第一住宅

嵯峨園
第二住宅

嵯峨園
第一住宅

楠公園住宅

嵯峨園
第三住宅

四條畷学園

四條畷学園

北条
こども園

かつての鎌池

教照寺

嵯峨園
第五住宅

北条青少年
教育センター

集い

学び

学び

菜園文化公園

森林

森林

果樹園

教育

市
道
北
条
12
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線

生駒山系の山並みと飯盛山の豊かな森を背景にしたmorineki。公園エ

リア（もりねき広場）を中心に住宅エリアと商業施設エリアが広がる。飯

盛山には戦国時代の武将・三好長慶ゆかりの「飯盛城跡」があり、豊かな

自然と歴史的背景でトレッキングやトレイルランなどでも人気。これらの

地理的、歴史的特徴を生かして考案されたのがmorinekiプロジェクトだ。
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策定して各自でつくっているのですが、内容はどこも同じものばかり

です。大島さんのグランドデザイン、ビジョンづくりのポイントを、ぜ

ひ知りたいのですが。

大島　まちづくりのコンサルに近い仕事を僕たちはしているけど、ほ

かのコンサルと圧倒的に違うのは、「皆さまの意見を聞いてまとめる」

というプロセスをあまり重要視していないということ（笑）。こっちで

まず勝手にリサーチをさせてもらって、尖った仮説を立て市民にプ

レゼンをするんです。そうすると「何を見当違いなこと言っているん

だ、よそ者のくせに」とたいていは市民の方々に怒られます。けれど

もこれが活発な議論のきっかけになります。2割程度でもこの仮説が

響く人がいれば、その人たちの意見はどんどん膨らみ市民自らの主

体的なアイデアとして波及していくんです。それは僕らが立てた仮

説と一緒にならなくてもいい。そうして、回数を重ねてくると会場

の雰囲気がよくなって、さらにポジティブな人がまた次から参加し

てくれるようになり、だんだん楽しくなってくるんですよ。大東市の

プロジェクトのときも同様のことが起きたけれど、そういう現場では、

着地点もポジティブなものになりますね。

島原　プレゼンテーション力も含めて、みんなを前向きに巻き込む

のは大島さんの職人芸でもありますけどね（笑）。ただ、これまでの

お話で、地域では継承が起こりプレイヤーが変わってきているなど、

まちにも新しい芽、変化があるということですが、それをいかに可視

化させるかが大事かなと思っています。大島さんはプロジェクトを

やられるときに「見せる、可視化する」ということを意識したりしま

すか。

大島　まず仮説を立てることは大切なのですが、それを実践する能

動的な人間が地元に出てこないと、みんな意気消沈してしまうのは

確かなんです。小さくてもいいから次のアクションが生まれるという

ことを意識していると思います。それは、場合によっては企業によ

る大きなプロジェクトが起きることかもしれないし、ある志を持った

人が小さなアクションを起こすというくらいなのかもしれないけれど

も、ビジョンにのっとった何らかのアクションが起きるということが

ことの大小を問わず大事だと思います。

島原　そこで起こる面白いまちの再生は、クリアランス型のまちづ

くりではなくて、リノベーションまちづくりが多い気がします。この

理由は一体何なのでしょう。

大島　既存建物の利活用をリノベーションと言うのなら、実は僕た

ちの仕事の中でリノベーションと呼べるプロジェクトは3分の1以下、

新しい建物や場をつくっているケースのほうが断然多いんです。け

れども、僕自身はそれら全てをリノベーションの視点を持ったプロ

ジェクトだと考えています。僕なりにリノベーションを定義すると、

「社会資源の再編集」なんですよ。既存の建造物などの空間資源を

活用するのはごく一側面でしかなくて、地域社会に潜んでいる多様

な社会資源を掘り起こし、再編集することによって新たな地域価値

を生み、地域経営の指針とすることがリノベーションなのです。だか

ら、そういった既存空間活用の可能性も含めた多角的な価値の検

証作業をしたうえで、結局は建て替えて新しいビルにする選択もあ

るし、無理やり既存建物を使うということはしていない、けれど、そ

れはリノベーション（社会資源の再編集）だと思うのです。

島原　エリアの価値をリノベーションするということですよね。社会

資源にはコミュニティなど、人的資源も含まれますか。

大島　人もそうだし歴史、自然環境も含まれます。でも、やはり何

よりも人的資源の価値が一番大きいと思いますね。その地域にどん

な人的資源があるかをはっきり認識することはとても大切なことで

す。たとえば、高齢化率が50％を超えているまちは、その数字だけ

見たら「ここはもう消滅していくだけだ」と思う人もいるかもしれな

大切なのは人に会って、

まちの真のポテンシャルを

探ることです。

リノベーションの定義とは
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［7］トレジャーハンティング；リノベーションスクールの活動の一環として行われていた「まちのトレジャーハンティング」。まち歩き、ユニットワークを通じてまちの魅力、潜在

能力を見つけ出す、まさにお宝探しな企画。

い。ただ、実際フタを開けてみると、前期高齢者で元気がいい、経験

値も豊かな高齢者がいっぱいいて、そこにはとてつもないポテンシャ

ルが潜んでいるかもしれない。人に出会う機会が少ないと数字ばか

りが先走りしてしまうけれど、大切なのは人に会って、まちの真のポ

テンシャルを探ることです。僕らがリノベーションスクールで意識す

るのは、いかにして人に出てきてもらって、情報や感覚を共有するか

ということ。講演会や説明会の開催も、市役所ホールばかりじゃな

くて団地や商店街でもやってみるなど試みて、いかに人のシャッフ

ルをするかを考えています。

島原　なるほど。だからリアルなのですね。人が大事だけど、一番

難しいのも人ですよね。リノベーションまちづくりでは、人とのつな

がりを大切にされていると思いますが、それは地域社会にどんな影

響をおよぼしているのでしょう？地域住民に変化などありますか？

大島　リノベーションまちづくりって、根本的に「まちを楽しむ」と

いうことですよね。起業してそこで生計を立てて……ではなく、ま

ずはまちを使いこなす、遊び倒すみたいな感覚があることが、まちづ

くりを継続していくためにも大事です。リノベーションまちづくりの

現場では、楽しんでいるオーナーも出現してきています。結局は、ま

ちを楽しむという単純な話なのですが。

島原　楽しむ・面白がる。そうすると、そこからいろんなものが生ま

れてくる、ということですね。

大島　最近あまり開催していないけど、「トレジャーハンティング」［7］

のコンセプトもそうでした。とにかく遊び倒すということでまちの資

源、ポテンシャルを知る。面白いまちだということを知る。こういう

感覚って。本質的には大事です。

島原　楽しいまちであることは、ここで何かを始められるのではない

かと希望を持てる人たちを生む土壌になっているはずです。

大島　楽しいと思えるからこそ、そのまちに住んでもいいかなと思う

わけですね。

島原　楽しめ、遊び倒せと！実に遊びのプロでもある大島さんらし

い言葉で締めていただきました（笑）。ありがとうございます。

“まちを楽しむ”、そんな発想から生まれた。写真左はhocco、右がmorineki。

写真提供：

株式会社ブルースタジオ（P147／P151／P153／P155）

株式会社紀州まちづくり舎（P149）




